
1. はじめに

我々は三重大学大学院生物資源研究科附属練習船勢水

丸や和歌山県農林水産総合技術センター水産試験場（以

下においては和歌山水試と略記する）等の観測資料を用

いて，紀伊半島南方の微細海況の解析を行ってきた。特

に，黒潮が直進路をとり，その強流部が潮岬先端に接す

るように流れるときには，紀伊半島南西海岸に沿って振

り分け潮と呼ばれる東西に分かれる特異な流れが現れる

ことを明らかにし， その特性を検討してきた

（Takeuchietal.,1998.Nagataetal.,1999,Uchidaet

al.,2000,中村ら，2008，田中ら，2008）。振り分け潮の

発生に伴って，沖合の黒潮表層暖水が潮岬の西方で岸近

くまで侵入してくると，潮岬西方の水位が上昇し，串本

検潮所の水位を上昇させ，串本・浦神の間の水位差が生

じることが示された（Nagataetal.,1999）。一方，黒

潮が蛇行路をとり，黒潮の強流部が潮岬から十分離れて

いるときは，潮岬東西の沿岸水の交換が容易に起こり，

串本・浦神間の水位差は解消される。このことが，距離

が15kmに過ぎない串本・浦神の両地点間の水位差が

黒潮の流路をモニターする有効な指標になる理由である。
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要 旨

2009年4月と10月の2回にわたって，勢水丸を潮岬周辺に派遣して，詳細な海況の観

測を実施した。串本・浦神の検潮所間の水位差は，しばしば黒潮流路が直進路をとってい

るか，蛇行路をとっているかの指標として用いられる。従来にない密な観測点を設けるこ

とによって，この水位差は串本・浦神の間で緩やかに起こっているのではなく，潮岬の沖，

東西約 6kmの幅で集中的に生じていること，また，その水位差のほとんどは，僅か

150m深までのごく表層の海洋構造によって作り出されたものであることが示された。黒

潮本流の流速場を支配している温度躍層以深の水温・塩分構造が直接関係するのではなく，

振り分け潮のような現象によって黒潮表層水が紀伊半島南西岸にもたらされるかどうかに

よって水位差が生じていることをより詳細に示すことができた。

キーワード：潮岬周辺の微細海況，串本・浦神間の水位差，振り分け潮，

水位計算基準面，練習船勢水丸



従来，串本・浦神検潮所の水位差は，旬ないし半月単

位の時間スケールの黒潮流路の変動をモニターするのに

用いられてきた。しかし，Uchidaetal.,（2000）は，

振り分け潮の強さの変動のような数時間から1週間程度

の短期変動にも，水位差が良い指標となりうることを指

摘している。更に中村ら（2008）は，潮岬のすぐ沖に発

生する幅の狭い西向流を解析し，その発生から消滅に対

応して，串本・浦神間の水位差が変動していることを見

出すとともに，この2つの現象の間には若干の時間差が

あることを指摘した。これらの研究結果の要約は小池

（2008）に与えられている。中村ら（2008）は，潮岬す

ぐ沖の流れの変動と串本・浦神間の水位差の変動との間

に数日の時間差が生じる場合があるとしているが，串本・

浦神間の水位差が，流れに関連した水位差を直接表して

いるとは言えない。一方，藤田（1997,2001）は，和歌

山水試の観測資料を利用して，串本・浦神間の水位差は，

300m深を基準として計算されたそれぞれの地点の沖合

の海面水位の差にほぼ一致することを示している。しか

し，資料の限界から串本・浦神間で水面高度がどのよう

に変化するかについては良くわかっていない。我々は，

藤田（1997,2001）の知見を更に深化するため紀伊半島

先端，潮岬周辺の微細海況を従来にない観測点分布を持

つ観測を計画した。

黒潮の本州南方の形態を直進路，蛇行路に分類するこ

とは，潮岬近傍の海洋特性を論じる場合，必ずしも得策

ではない。むしろ，潮岬東西の沿岸水が連続しているか，

潮岬によって東西に分離しているかが問題である

（Nagataetal.,1999）。我々も従来から，黒潮北縁が潮

岬に接近し，ほとんど接する形になっている時を直進路，

離れている時を蛇行路と呼んできた。この論文でも，こ

の用語を踏襲し，北縁が潮岬の南に13km以下しか離

れていない場合を直進路とみなすのが普通である（水産

総合研究センター中央水産研究所が主催している長期予

報会議）。しかし，この分類は，通常の蛇行路，直進路

にほぼ対応するが，蛇行がずっと東方，伊豆半島近辺で

見られるときは，むしろ直進路と分類する。

我々は，2009年の4月と10月の2回にわたって勢水

丸を潮岬周辺に送り微細海況の観測を行った。これらの

観測時，海洋速報によると黒潮は潮岬近傍で直進路をとっ

ていたことを示していたが，衛星による表面水温画像に

よると4月の観測時の直前に潮岬のすぐ沖を黒潮の小蛇

行に伴う渦が潮岬沖を通過したようである。串本・浦神

間の水位差は比較的小さかった。また，10月の観測時

には黒潮の強流帯が潮岬に接する形になっており，串本・

浦神間にかなりの水位差が見られた。

2. 観測概要

観測は2009年4月13日から17日および2009年10

月19日から23日の2回，三重大学大学院生物資源学研

究科附属練習船勢水丸（全長50.9m，総トン数318ト

ン，国際トン数 491トン）によって行った。2009年

1月30日に竣工した新勢水丸の性能，装備については，

前川ら（2011）に詳しい。この論文ではCTD（Sea-Bird

社製，SBE－25）と多層式ADCP（RD社製，最大128

層の観測が可能とされるが，測定の安定性を高めるため

メーカーの推奨する60層の観測を実行）の計測結果を

使用した。

中村ら（2008）の研究結果から，串本・浦神間の水位

差は潮岬近傍の狭い範囲で生じていることが考えられる

ので，Fig.1に示すように，潮岬を挟んで西方から東方

へ，A，B，C……Fと6本の観測線を設定し，各測線

の最も岸側の50m深を僅か超す所に測点1を，100m

深に測点2を設けた。しかし，実際の観測では100m

深までのデータを得るためにやや深めの水深の場所を選

んだ。測点 3以降は，それから沖に向かって 2.5海里

（約4.6km）間隔に測点7まで設けた。全ての測線で，

このように選んだ測点3での水深は500m深を超えて

いる。各測点の名称は，測線名と測点番号用いてA1，

A2……，B1，B2……のようにした。CTD観測は，測

点1では50m，測点2では100m深より十分深くまで

行なうようにした。観測中の漂流等でその位置の海底水

深が増大したような場合には，可能な限り海底近くまで

観測した。その他の点では500m深を超す深さまで行っ

た。ただし，実際には，時間の制約から2009年4月の

航海では最も沖合の測点A7，C7，D7での観測を，10

月の航海では最も浅い測点A1からF1での観測を行え

なかった。各測点の位置は予定から若干ずれる場合もあっ

た。実際の測点分布は観測結果の水平分布図に示してい

る。第6章の議論（Fig.10）で，10月の観測結果から
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測点2をつないだ線に沿って150m深基準の海面水位

を議論しているが，これは測点A2を除いて，観測中の

船の東への漂流のため，実際の測定位置の海底水深が増

加しており，150m深を十分超す水深までのCTD観測

が実行できた。ただし，これらの観測点付近の海底勾配

が大きく，測点の位置は予定された位置とほとんど変わ

らない。

2009年4月，10月の航路を，それぞれFig.2の上図，

下図に示す。幾つかの測点で観測日時を示し，航走方向

の矢印も示してある。4月の航海では13日15時松阪を

出港し，21時12分大王埼南方に達し，ADCP観測を開

始した。測線Fの観測を終えた時点（14日08時00分）

で，天候悪化のため勝浦港に避難した。15日08時27

分に同港を出港し，09時50分測点E1から観測を再開

した。再び天候悪化の兆しがあったので，測点E7から

D3に向かい，D3，D2，D1での観測を日没前に終了さ

せた。翌16日07時01分から測点A1で観測を再開し，

測線A，B，Cの観測を行った。測点C6の観測終了後，

測線Dに移り，前日にできなかった測点D4，D5，D6

で観測を行った。10月の航海では19日13時21分に松

阪を出港，20日03時43分に測点A7に着き観測を開

始した。この航海では，各測線で最も岸寄りの測点1で

の観測は省略した。最終測点F7の観測を21日06時52

分終了した。

ADCPについては，観測対象海域では75kHzを使

用し，21.5m深から493.5m深まで8m間隔で60層の

測流を行った。停船時や発進時には複雑な船首方向の変

化や船速変化のために測定値が乱れるので（前川ら，

2011），測点に近づいて減速し，船速が5knになったと

きから，観測終了後に航走を再開して，船速が5knに
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Fig.1. Standarddistributionofobservationpoints.

Someobservationpointswereomittedduetolimi-

tationofavailabletime.RealdistributionsinApril

2009andinOctober2009areshowninhorizontal

distributionmapsoftemperature,salinityandso

on.LinenamesareindicatedwithcapitalsA,B,C,

D,E,andFfromwesttoeast.Stationnumbersare

indicatedwithnumbers1through7fromcoastto

offshore.Thesmallalphabetsathroughfindicate

thepositionoftidegaugestationsandpostitionsof

town;a:theKushimototidegaugestation,b:

Uragamitidegaugestation,c:CapeShionomisaki,

d:O-shima Island,e:Katsuura,and f:Cape

Esuzaki.
Fig. 2. Cruise tracks of the Training Ship

Seisuimaru:upperfigureforApril14－16,2009and

lowerfigureforOctober20－21,2009.Arrowsat-

tachedtoshiptrackindicatenavigationdirection.



達するまでの測流値は使用しない。

3. 2009年における黒潮の流路の変動

観測を実施した2009年の黒潮の流路特性の変動を，

串本・浦神間の水位差（cm）と潮岬先端から真南に測っ

た黒潮北縁の離岸距離（km）から，先ず概観する。

Fig.3に示す串本・浦神間の水位差の時系列は，気象

庁が発表している両検潮所の1時間毎の計測値にタイド

キラーフィルター（花輪・三寺，1985：連続した241個

の値から計算）を掛け潮汐成分を除去したのち，各日正

午の値を用いて作成した。ただし，両検潮所の水位基準

面を参照し，TPからの値に直してある。

また， 黒潮の北縁の位置は， 和歌山水試が，

NOAA/HRPT受信解析装置，TeraScanを用いて，直

接受信した赤外線画像から読み取ったものを使用した。

明瞭な水温コントラストが現れる位置を読みとるが，こ

れは海洋情報部の海洋速報では黒潮流軸から24km北

にあたるとされている。衛星画像から，黒潮北縁位置を

1日毎に求め，離岸距離の時系列を求めて，Fig.3の上

側に黒丸で示した。1日中雲がかかっている場合等は欠

測となるが，欠測期間については，前後の値から線形補

間により内挿した（図中白丸）。また，黒潮北縁が潮岬

の先端から3.6km以内に近づくと衛星画像では判別で

きないので3.6kmとしてある。衛星画像による黒潮北

縁の決定は，一般に表層の混合が起こる冬期には容易で

あるが，表面が暖水層に覆われる夏期では困難である。

TerraおよびAqua衛星による海色画像が利用できる場

合には，これを参考にして夏期の黒潮北縁位置を決めた。

Fig.3には海上保安庁海洋情報部が提供している黒潮

流軸位置を×印で示した。この位置は，黒潮北縁より

24km沖側として定義されているが，Fig.3では衛星デー

タから決めた北縁位置と重ならないように，速報による

流軸位置をそのままの上側に示した。海洋速報の位置は

報告日までの各種の海洋情報を用いて決定しているため，

1～2日前の黒潮位置を示すことになるが，このことを

考慮すれば，両者の変動は非常に良く対応していると言

える。

Fig.3から，2009年4月の観測期間は，黒潮の小蛇

行が潮岬を通過した直後にあたり，串本・浦神の水位差

が小さい時期であった。先に述べたタイドキラーフィル

ターをかけた1時間毎の水位差記録を見ると，4月の観

測期間を含む4月11日～4月19日にはほぼ5cmの安

定した値を示していた。一方，2009年 10月には，14

cm～18cmの比較的大きな水位差を示していた。ちな

みに，藤田（2001），Nagataetal.,（1999）等では，両
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Fig.3. Variationsofseparationdistance（upperfigureinkm）ofthenorthernedgeoftheKuroshiomeas-

uredsouthwardfromthetipofCapeShionomisakiandofsealeveldifference（lowerfigureincm）between

KushimotoandUragamitidegaugestationsin2009.TheseparationdistanceisdeterminedfromNOAA

satelliteimageofseasurfacetemperaturedistribution,anddailyvaluesareshownwithsolidcircle.Inter-

polatedvaluesareshownwithopencircleswhensatelliteinformationisnotavailable.Variationofthepo-

sitionofcurrentaxisoftheKuroshiodailyreportedbythehydrographicandoceanographicdepartment,

JapanCoastGuardisplottedwithcrossmarksintheupperfigure.Thepositionofcurrentaxisisusually

thoughttobe24kmsouthwardfromthenorthernedgeoftheKuroshio.



検潮所の生の報告値を用いているが，その場合は差が

25cm以上の時，直進路をとるとしている（より正確に

は，両検潮所の水位差が0になるのは生の報告値の差が

23.0cmの時である）。Fig.3の下側に示した串本・浦

神間の水位差はTPを基準としているから，Fig.3に示

す値が，両検潮所間の水位差を表している。水位差の値

は，1年を通して串本側が高いことを示しており，2009

年は一般に黒潮は直進路をとる傾向を持っていたように

思われる。

また，Fig.3に示された水位差はこの年，8月末をピー

クとして，5月末から11月中旬にかけて大きくなる傾

向が見られる。しかし，離岸距離の変動にはそのような

季節的な変動は見られない。しかし，2009年と同様に，

ほとんど1年中黒潮が直進路をとっていた2003年にも

夏期を中心に水位差が大きくなる傾向が見られる。この

ような季節変動については現在解析中である。

4. 流速場

ADCPによって測られた21.5m層の流速場を4月と

10月について，それぞれFig.4の上，下に示す。Fig.3

によれば，黒潮北縁は4月の観測時に潮岬の南方25km

付近にあった。最も南にある測点 B7が潮岬先端から

25kmの距離にあることから，黒潮本流域は観測域に含

まれていないと考えられる。測線A,B,Cおよび測線D

の南部における流れは全般的に東向きで，流速は比較的

弱い。このことは観測域が黒潮本流域に達していないこ

とと整合性がある。一方，測線A，B，C，および測線

Dの南部と，測線Dの北部および測線Eの流速値には

大きな違いが現れ，前者の流速は，後者のそれに比べ顕

著に小さい。両者の観測時期が1日以上ずれていること

を考えると，この差は，時間的変化を示している可能性

が高い。しかし，後に示す水温・塩分の水平分布勾配

（Fig.5），500m基準の水面高度分布（Fig.8）ではこ

れに対応する構造は見られない。

これに対して10月の観測時の流速場（Fig.4下図）

では，潮岬のすぐ沖合に接する形で黒潮の強流域が見ら

れ，この強流域の北縁は潮岬先端付近から東に延びてい

たと考えられる。すなわち，10月の観測時には典型的

な黒潮の接岸状態が現れていたことを示している。

ADCP観測は493.5m深まで行われた。一部には流

速方向がある深さで逆転するような複雑な構造が見られ

るが，全般的には流速場の形状を維持したまま流速値が

深さとともに減少している。この減少傾向は200m深

付近からより顕著になり，最深層では形状そのものが認

めがたくなっていた。

5. 水温・塩分場

紀伊半島沖での黒潮の流軸，流向は，200m深の水温

平面図の等温線でほぼ近似できることが経験から知られ

ている（例えば，Nagataetal.,1999，小池，2008）。

もちろん，このことを非常に微細な海洋構造を論じてい
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Fig.4. Currentvelocityfieldsat21.5m depthon

April14－16,2009（Upperfigure）andonOctober

20－21,2009measuredbyADCP.Scaleofcurrent

velocityvectorisshownatleftuppercornerofeach

figure.



る現在の解析に応用できるかどうかは検討の余地がある。

例えば，田中ら（2008）の紀伊半島南西部の解析に現れ

た事例のように，200m深の水温平面図の等温線が紀伊

半島南西沿岸にぶつかる形になっていたように，時間変

動に富む流れは地衡流的なバランスの下にあるとは限ら

ない。また，200mよりも浅い水深を選ぶと，水温・塩

分場の構造の相互の対応関係がつかない小さなスケール

の構造が多く現れる。しかし，黒潮流軸付近のおよその

状況を掴むため，ここでは200m深の平面図を用いる。

CTD観測から得られた200m深の水温および塩分の

水平分布をFig.5（4月）およびFig.6（10月）に示す。

いずれの図も，上に水温分布（℃）を，下に塩分分布を

示す。また，測線Cに沿った水温・塩分の断面分布を

Fig.7に示す。上段は4月の断面，下段は10月の断面

である。それぞれについては，左が水温（℃），右が塩

分である。

4月の水温の平面分布（Fig.5上）を見ると，測点C5

で9℃を切る水温が観測されている。この海域でこのよ

うな低水温が200m層に現れることは珍しい。塩分値

もこの測点で極小を示している（Fig.5下）。Fig.4上

の流速場はこの付近ではほぼ一様な東向流になっている

が，水温・塩分場はこの測点を中心とした反時計回りの
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Fig.5. Horizontaldistributionsoftemperature

（upperfigure：）andsalinity（lowerfigure）at200

mdepthonApril14－16,2009.Isothermisdrawn

at0.02℃ interval,andisohalineat0.02interval.

Fig.6.SameasinFig.5exceptforonOctober20－

21,2009.Isothermisdrawnat0.5℃ interval,and

isohalineat0.02interval.



渦の存在を示唆する低温・低塩分域となっている。

Fig.7上段を見ると，100m以浅での水温・塩分の等値

線は，岸に向かって浅くなることを除くと，ほとんど相

関が見られない。一方，100m以深での水温・塩分分布

は互いに良く対応している。平面分布に現れた水温・塩

分の極小値に対応して，鉛直断面には，測点C4近くか

ら C5にかけての 200m 深付近を中心に （100m～

250m），水温・塩分の等値線に凸の分布が見られる。

しかし，このような微細構造を無視し，断面図に現れた

等値線の全体の形状から判断すると，この海域での等値

線は200m以深では勾配が小さくなり，4月では200m

以深，10月では400m以深では等値線がほぼ水平ない

しは逆向きになっている。

10月の平面水温分布（Fig.6上）を見ると，33�20・N

以南の13～15℃の等温線は東西に走っており，直進路

の黒潮の流線に対応している。岸寄りの11～12℃の等

温線は潮岬のやや西方で北に膨らんでいる。これはおそ

らく振り分け潮の振り分け点が潮岬のすぐ西方にあり，

黒潮表層暖水が岸向きに侵入しているためと考えられる。

ただし，振り分け潮の有無は今回の観測では確認できな

かった。測線Aと測線Bの間に，もう1本観測線があ

れば，より明確なことが言えたかもしれない。測線C

に沿った水温・塩分の断面分布（Fig.7下）を見ると，

100m以浅に高温・低塩分層が存在し，その下方に顕著

な塩分極大層が見られる。この極大層より下では水温・

塩分の構造は互いに良く対応している。水温の断面構造

に注目すると，等温線が岸に向かって浅くなり表層まで

続いていることから，黒潮の水温構造が岸まで達してい

ることが分かる。この構造は，Fig.4下図の流速ベクト

ルの分布図やFig.6上図の200m層水温の平面分布と

良く対応している。300m以深では岸寄りの部分で，等

温線がほとんど水平になっていることを指摘しておきた

い。

6. 沖合海面水位の分布と串本・浦神間の水位差

藤田（2001）は，串本・浦神の検潮所のそれぞれに最

も近い和歌山水試の沿岸定線観測点（W25，W31）の

水温・塩分分布から，種々の深さを基準面とした力学計

算（日本気象協会発行，海洋観測指針，気象庁編，

1990）を行って，海面水位を計算した。こうして求めた

2点間の水位差を串本・浦神間の水位差と比較すること

で，基準面を300m深にとれば，串本・浦神間の水位

差が説明することができることを示した。ただし，藤田

は300m深までの標準層のみの観測資料を用いており，

それ以深については言及していない。今回は，藤田

（2001）の結果を参考にし，より鉛直測定密度の高い

CTDによる観測を行うとともに，最深観測層もより深

い500mを選んだ。また，潮岬を挟んだ狭い空間での

水位差は，より広い串本・浦神間の水位差とは若干の違

いがあるという中村ら（2008）の指摘を明確にするため，
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Fig.7. Cross-sectionaldistributionsoftemperature

（leftfigures：℃）andsalinity（rightfigures）

alongClineonApril14－16,2009（upperfigures）

andonOctober20－21,2009（lowerfigures).Iso-

thermisdrawnat0.5℃ intervalinleftupperfig-

ure,and1℃inleftlowerfigure.Isohalineisdrawn

in0.02inrightupperfigureandin0.1inright

lowerfigure.



密度の高い観測点を設定して，潮岬周辺での海面水位の

空間分布を求めることを試みた。

藤田（2001）と同じ手法を用いて，1m毎の水温・塩

分の測定値から，種々の基準面に対する海面水位を計算

した。Fig.8（上：2009年4月，下：2009年10月）に

500m深を基準とした海面水位分布を示す。海面水位は，

潮岬沖合の測点B3の海面高度に相対的な高さとして示

している。

2009年4月の観測時には，潮岬東方の33�25・N以北，

136�00・E以東の領域で流速場（Fig.4上）に顕著な北

上流が見られている。Fig.8上の等水位線にもこれに対

応して，等水位線が南北に走っているが，潮岬南東に現

れた低水位領域のため，やや東よりに存在している。こ

の低水位域は，Fig.7上の断面図で，200m深を中心に

現れる水温・塩分の等値線の岸近くに見られる左下がり

の勾配に対応しており，Fig.5の200m層の水温（上），

塩分（下）の平面分布にも中心の位置が若干ずれている。

岸近くの微細海況を論じる場合，水温・塩分場が海面水

位場と異なった分布形状を示すことは注目すべきである。

このような海面水位場，温度場，塩分場の相違は，上

述の低水位域の東方，潮岬南方の観測域ではより顕著で

ある。この海域では，Fig.4で流れが弱く全体として東

向流となっていて，海面水位場との間にほとんど相関が

ない。また，海面水位場は水温場や塩分場ともかなり違っ

ている。海面水位場で，測点B3の1点で高水位値が出

ているが，これはこの測線の岸寄りの測点B1，B2で底

近くに沿岸水起源と思われる非常に冷たい水が存在して

いたことと関連しているようである。この点を除くと，

海面水位場は潮岬西方で，測線Bに沿って高水位場が

岸方向に延びており，黒潮系の水の侵入を示唆している。

水温場（Fig.5上），塩分場（Fig.5下）にも弱い高温・

高塩分の海水の侵入を示唆する分布が見えるが，その等

値線の形状は相互に著しく異なっている。

黒潮が接岸して流れていたと考えられる2009年10月

の場合には，500m基準の等水位線（Fig.8下）と流速

場（Fig.4下）200m層の等温線（Fig.6上）・等塩分

線の形状は相互に非常に似ている。ただし，黒潮が直接

及ばない潮岬北東域では，両者の形状にかなりの違いが

見られる。また，海面水位，水温，塩分の等値線に見ら

れる北への膨らみに対応するような北上流は認められな

い。おそらく，強い流れが存在する場合には，その大き

な移流効果によって，流速場を除く各量の分布形状が互

いに似てくると考えられる。

500m深までの観測が行われた測点のうち，最も岸に

近い各測線の測点3を結んだ線上での水位の変化を調べ

た。基準水深を50m，100m，150m，200m，300m，

400m，500mとした場合の，水位変化をFig.9に示す。

Fig.9上が2009年4月の場合，下が2009年10月の場

合である。
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Fig.8. Distributionofsealevel（incm）heightre-

ferredto500mdepthonApril14－16,2009（upper

figure）andonOctober20－21,2009（lowerfigure）.

ThesealevelatSta.B3issettobezeroandsea

levelheightisshownrelatively.Theintervalof

heightisdrawnin1cm.



2009年4月の場合（Fig.8上）には，各測線の測点3

を結んだ線上での水位変化は小さい。この結果は，検潮

記録から求めた観測期間中の串本・浦神間の水位差で串

本側が僅か4cm高くなっていたことと矛盾しない。す

でに論じてきたように黒潮の強流帯は観測海域よりも南

方沖合にあるためと考えられる。基準面の取り方によっ

て，各測点の水位は変化するが，その変化は高々3cm

程度である。

2009年10月について，各測線の測点3を結んだ線上

での水位の変化（Fig.9下）を見ると，測点B3との水

位の差は全ての点で，基準面を深くとるほど大きくなっ

ている。しかし，基準面が300mを超すと増加の度合

いは小さくなり，基準面400mと500mの場合の水位

はほとんど同じになっている。このことは藤田（1997，

2001）が，基準面を300m程度に取れば串本・浦神間

の水位差を十分説明できるとしたことを補強する結果と

言える。東部の測点D3を過ぎると上下に大きく変動す

るものの，水位はほぼ一定に落ち着く。この水位の値は

基準面を500m深に取った場合，－22cm～－23cmで

ある。串本・浦神間の検潮記録から求めた水位差は，10

月17日には21cmであり，それから減り始め，観測期

間の20～21日の間に約18cm～約14cmまで減少した。

中村ら（2008）は，潮岬沖の部分での東西の水位勾配と

串本・浦神間の水位差の変化に，数日を超す時間差が生

じる可能性を示唆しているので，単純な比較はできない

が，測点B3とD3の水位差は，串本・浦神間の水位差

を反映していると言えよう。どの深さに基準面をとって

も，ほとんどの水位変化は測線Bと測線Dの間，すな

わち潮岬から大島沖の部分で起こっていると言える。

Fig.9下の変化で更に注目されるのは，基準面を

300mよりさらに浅く取っても測点B3とD3の水位差

のかなりの部分が説明できることである。実際，500m

を基準とした場合に比べて，150m基準でもその88.2％，

100mで62.6％が説明できる。黒潮表層の水が岸近く引

き込まれることに関係していると考えられる振り分け潮

は，水深100m程度の浅海域で認められることを考え

ると（Takeuchietal.,1998，Uchidaetal.,2000），串

本・浦神間の水位差の変動に非常に浅い表層の現象が関

係していることは自然である。

測点 A3～F3の線で 100mを基準面に取っても，

500m基準の場合の62.6％の水位差変化が説明されたこ

とから，更に岸側の測点 A2～F2について 50m，

100m，150m基準の水位差変化を調べた（Fig.10）。

100m基準と150m基準の水位がほぼ一致しているが，

大きな水位変化は，14km離れた測点B2とD2の間で

起こっている。海岸近くでの水位を正確に求めるために

は，海底での圧力を直接測定する必要があるが，100m

を基準とした測点B2とD2の水位差13cmは，Uchida

etal.,（2000）数cm以下の水位差についても議論する

ことに成功していることを考えると，十分有意な値と考

えられる。10月におけるFig.4の流速場，Fig.6の水

温・塩分場を見ると，黒潮に関連する強流域が，大島の

沖（135�50・E）の位置で，すでに岸から離れている。ま
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Fig.9.Distributionsofthesealevelheightalongthe

lineconnectingSta.A3,B3,C3,D3,E3,andF3.Sea

levelheightsarecalculatedforvariousstandard

depth:50m,100m,150m,200m,300m,400m,and

500m.ThesealevelheightatSta.B3issettobe

zeroforeachstandarddepth.



た，潮岬東部の沿岸水が潮岬と大島の間の水道の沖

（135�48・E）まで張り出している。Fig.10の水位変化に

現れる最低値は測点C2より西側にあると考えるのが自

然である。したがって，沖側の A3～F3の測線では

B3～D3の距離20kmの間に串本・浦神間の水位差に対

応する水位変化が起こっており，より岸側のA2～F2の

測線ではB2とC2の距離の約6kmの間で生じている

ことになる。水温・塩分場や，流速場から判断すると，

更に岸側では，より狭い部分で起こっていると考えられ

る。地形条件から見て，串本・浦神間の水位差は，実質

的に潮岬の半島の幅約6km程度の狭い範囲で起こって

いると考えるこができる。

7. おわりに

2009年4月と10月の2回にわたって，勢水丸を潮岬

周辺に派遣して，従来に見られないような海況の詳細観

測を実施した。その目的は，黒潮の流路が直進路をとっ

ているか，蛇行路をとっているかをモニターするのにし

ばしば利用されている串本・浦神の検潮所間の水位差が，

沖合の海況とどのように関連しているかをこれまで以上

詳細に調べるためである。解析の結果，串本・浦神の水

位差は，潮岬の沖，東西約6kmの部分で生じており，

この水位差のほとんどは，僅か100m～150mのごく表

層の海洋構造が関与していることが示された。
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Fig.10. Distributionsofthesealevelheightalong
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Sealevelheightsarecalculatedforvariousstan-

darddepth:50m,100m,and150m.Thesealevel

heightatSta.B2issettobezeroforeachstandard

depth.
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OceanicstructureinthevicinityofCapeShionomisakiand

distributionofsealevelheight
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Abstract

ByusingthetrainingshipSeisuimaru,weobservedofdetailedoceanicconditioninthe

vicinityofCapeShionomisaki,thetipoftheKiiPeninsulainApril,2009andinOctober,

2009.ThesealeveldifferencebetweenKushimotoandUragamitidestationsisusedtomoni-

tortheflowingpathoftheKuroshio,ortoidentifywhethertheKuroshioistakingthe

straightpathorthemeanderingpath.Itisshownthatthissealeveldifferenceoccursinthe

narrowregionof4～5kmoffCapeShionomisaki,andthatthesealeveldifferenceismainly

createdbytheoceanicconditioninthethinsurfacelayerabove150m.Thisindicatesthatthe

structureoftheKuroshiodoesnotinfluencedirectlytothesealeveldifferencebetween

KushimotoandUragami.Thesealeveldifferenceindicateswhetherwarm andlight

KuroshioWaterisbroughtintoshelfregiontothewestofCapeShionomisakiornot,and

whetherthesealeveldifferencebetweencoastalwaterstothewestandtotheeastofCape

Shionomisaki.

Keywords:FineoceanicconditioninthevicinityofCapeShionomisaki,

sealeveldifferencebetweenKushimotoandUragami,

theKiiBifurcationCurrent,referencelevelfordynamiccalculation,

trainingshipSeisuimaru

（Correspondingauthor・se-mailaddress:yoichi@bio.mie-u.ac.jp）
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